
 
 

令和 6 年 9 月 20 日 

国土交通省関東地方整備局 

常陸河川国道事務所 

土浦市 

 

（仮称）土浦スマートインターチェンジ 

～連結許可書の伝達式を開催します～ 

 

 国土交通省から常磐自動車道と（上り）土浦市道Ⅱ級１１号線及び（下り）土浦市道矢作

２５号線との連結が許可されました。 

このたび、常陸河川国道事務所長から土浦市長へ「(仮称)土浦スマートインターチェンジ

連結許可書」の伝達を下記の通り行いますので、お知らせいたします。 

 

 

【日 時】 令和６年９月２６日（木）１４時００分～ 

【場 所】 土浦市役所４階 第４委員会室 

      （茨城県土浦市大和町９番１号） 

【出席者】 土浦市長、常陸河川国道事務所長、茨城県高速道路対策室長 

 

「連結許可書の伝達式」への取材を希望される方、およびスマートインターチェンジに関する

ことにつきましては、以下問い合せ先までにご連絡をお願いします。 

 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、茨城県政記者クラブ、取手記者クラブ 

＜連結許可書の伝達式に関する問合せ先＞  

国土交通省 関東地方整備局 常陸河川国道事務所 

電話：０２９－２４０－４０６１（代表） メールアドレス：ktr-hitachikouhou@mlit.go.jp 

副所長（道路）石﨑（いしざき）（内線：２０５） 

計画課長   鈴木（すずき） （内線：２６１） 

 

＜（仮称）土浦スマートインターチェンジに関する問合せ先＞  

土浦市 都市政策部 

電話：０２９－８２６－１１１１（代表） メールアドレス：toshikoutu@city.tsuchiura.lg.jp 

都市計画課長 鈴木（すずき） （内線：２３８１） 
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■常磐自動車道 土浦スマートIC (仮称）
つ ち う ら

・スマートICの整備により、高速道路から物流施設が立地する中根金田台地区や土浦
市上高津への所要時間が短縮する。また通過する信号交差点数も減少し、物流の定
時性向上・物流の効率化が期待される。

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果

整備効果 物流の定時性向上・物流の効率化の支援

資料１

0

5

10

15

20

25

整備後整備前

水戸方面～つくば駅

0

5

10

15

20

整備後整備前

東京方面～土浦駅

整備効果 中心市街地へのアクセス向上と防災機能の強化
・スマートICの整備により、高速道路と「土浦駅・つくば駅」の中心市街地とのアクセスで
は、渋滞箇所を回避したアクセスが可能となり、所要時間が短縮し、住民の利便性向
上及び事業者の生産性向上に寄与する。

・震災時に、高速道路から建物の倒壊や液状化被害が懸念される地域へ最短距離で
のアクセスが可能となり、円滑な災害復旧・支援に寄与する。

※所要時間：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査旅行速度より算出。
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※所要時間：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査旅行速度より算出。

桜土浦ＩＣ

土浦北ＩＣ

整備あり(土浦スマートIC利用)

所要時間:9分

整備なし(桜土浦IC利用)

所要時間:17分

整備なし(土浦北IC利用)

所要時間:21分

至 東京

つくば駅
土浦駅

中根金田台地区
大型物流施設
が立地

桜土浦ＩＣ

土浦北ＩＣ

至 東京

125

整備なし(桜土浦IC利用)

所要時間:25分
信号交差点数：24箇所

整備あり(土浦スマートIC利用)

所要時間:7分
信号交差点数：5箇所

整備なし(桜土浦IC利用)

所要時間:8分
信号交差点数：7箇所

整備あり(土浦スマートIC利用)

所要時間:3分
信号交差点数：6箇所

路 線 名 ： 常磐自動車道

（桜土浦IC～土浦北IC間）

設置場所 ： 茨城県土浦市

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜概 要＞

2011.3.11の
被害状況（液状化）

整備あり(土浦スマートIC利用)

所要時間:15分

：液状化被害が
懸念される地域

土浦市上高津
物流施設や大型商業施設が立地

至 水戸

整備後整備前ルート

524常磐道～中根金田台地区

67常磐道～土浦市上高津地区

通過する信号交差点数

通過する信号交差点は、「常磐道～

中根金田台地区」では１９箇所減少

＜位置図＞

出典：国土地理院
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建物の倒壊・液状化被
害が懸念される地域
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広域的検討

概略検討

詳細検討

整備計画決定 （国）

連結許可 （国→地方自治体）

新規事業化（国）
国による整備補助

（機構への補助）

地区協議会の開催 （国・会社・地方自治体）

実施計画書の策定・提出 （地方自治体→国・機構・会社）

開 通

国による準備段階調査
（直轄調査）

地方自治体での検討
（地整、会社で適宜応相談）

・ＩＣの必要性
・周辺道路の現況・整備方針の確認 等

・ＩＣの社会便益及び利用交通量
・ＩＣの位置・構造
・周辺道路の整備計画 等

・ＩＣ及び周辺施設の詳細設計
・整備費用及び負担区分
・管理・運営方法 等

準
備
会

地
区
協
議
会

（
事
業
実
施
）

地
方
で
の
計
画
検
討
・
調
整

ＩＣの必要性等の確認

（参考）スマートインターチェンジの検討・整備について

○ スマートＩＣの準備段階（地方での計画検討・調整段階）において、国として必要性が確認できる箇所等について、
箇所を選定し、国が調査（直轄調査）を実施（準備段階調査）。

○ 準備段階調査における準備会での検討や調整が整い、関係機関で構成される地区協議会で決定された実施計画
書が提出された箇所につき新規事業化。

資料２
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